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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
各種補助金調査について　その２
　日刊連携会議６４号でお願いした各種補助金調査がまとまったので、速報値をお知らせします。

まず、調査結果速報値については、HP白書・提言のページにアップしておきますので、ご覧になってください。ここでは今回分かった補助金の状況について簡単に表にしてみました。

	補助金の名称
	交付学校数
	担当者の職名
	会計担当者の職名

	外部指導者活用事業
	全１３小学校

６中学校
	教頭１９
	教頭１０

教諭３

事務職員６

	学校奨励プログラム等推進事業
	全１３小学校

全８中学校
	教頭２１

教諭１（重複）
	教頭１０

教諭３

事務職員９（重複１）

	ボランティア活動普及協力事業
	３小学校

２中学校
	教頭１

教諭２

事務職員１
	教頭１

教諭１

事務職員３

	浜益区青少年育成協議会交付金
	１中学校
	教頭１
	教頭１

	みずほ財団パートナースクール事業
	５小学校
	教頭２

教諭３
	教頭２

事務職員３

	学校環境緑化事業
	１中学校
	事務職員１
	事務職員１


見てのとおり、補助金に関しては必ずしも事務職員に仕事が割り当てられているわけではないことがわかります。第６４号で少し記述しましたが、樽川中学校では今年奨励プログラムの会計を事務職員が行います。これは、事務職員が複数になったからではありません。６４号で書いたとおり、市費と補助金の守備範囲が整理されておらず、補助金執行を体感しなければトータルな学校財政がわからないと考えるからです。例えば本校の場合、体育祭や学校祭の運営予算は、予算案としては市費・生徒会費・PTA会計（これは将来無くしたいが）で構成されていますが、実際には学年費（徴収金）・補助金からも支出されています。市費だけを見ていても行事予算を見たことにはならないのです。一方で、補助金の会計担当者が事務職員でない場合に、事務職員の知らないところで支出があるのではないかという不安があります。一般論として実際の活動場面において「費用の出所はともかく予算を確保してほしい」と言うのが本音だと思いますが、そこを丼勘定ではなく計画化・可視化するのが事務職員の役割だと思うのですが、どうでしょう。
　このような観点で作られた行事予算書をお持ちの方いらっしゃいましたら、当会議までご連絡ください。なお、この課題については引き続き調査研究します。
参考までに、樽川中学校祭予算案を紹介します。前述のとおり、これ以外に使われているお金があり、それをカバーするのが今後の課題です。

樽翔祭細案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算担当：常陸・加藤謙
２０１０年度　樽翔祭予算（案）
１．樽翔祭予算について
	出　処
	前年度予算
	前年度決算
	今年度予算
	備考(昨年の支出状況)

	生徒会費
	100,000
	94,031
	100,000
	ｽﾃｰｼﾞﾊﾞｯｸ 賞状用紙等

	ＰＴＡ行事助成費
	50,000
	11,543
	50,000
	１年装飾： 1,428
２年装飾： 5,880
３年装飾： 3,255
放 送 局：   980

	市経理(行事費)
	35,000
	48,949
	35,000
	ｽﾃｨｯｸ   ：11,702
壁新聞  ：18,780
照　明  ： 8,820
合唱 放送 他： 9,647

	合　　計
	185,000
	154,523
	185,000
	


２．配分方法について
	項　　　　目
	金　　額
	内　　容

	生徒会書記局費
	28,500
	

	学級配分(生徒会費)
	71,500
	5,500円×13学級
(かがやき学級分は市経理より支出)

	ＰＴＡ行事助成費
　　　　+
市経理(行事費)
	85,000
	壁新聞・ｽﾃｨｯｸ・装飾・教科展示の各部門にかかわる予算です。
細案決定後 必要物品の調査を行います。

	合　　　計
	185,000
	


３．予算執行に当たっての留意事項
（１）生徒会・学級配分は、物品購入後 領収書を生徒会会計に提出してください。
（２）壁新聞・スティック・装飾・教科展示の各部門の物品購入に際しては、PTAと市経理が混在するため、一概に領収書で可とはなりません。購入前に予算担当に一声かけてから注文するようにお願いします。
（３）PTA会計は、必要最低限の支出におさえる方針とします。



























